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野外活動（キャンプ）のプログラム評価 

―参加学生の自己概念の変容に着目して―

井澤悠樹 *・兼松由香 *・福田樹 **

1．はじめに

教育現場における野外活動には自己の発見や他者への気づきなど、野外活動に関わる知識や技術の習
得のみにならず多岐に渡る教育的効果が期待されている。教職を志す学生にとっても例外ではなく、野
外活動を通じて修得される学びは不可欠である（詳しくは、井澤ら，2016，2018 を参照）。本学で開講
されている野外活動（キャンプ）（以下、キャンプと記す）においてもその目的を、スポーツに関わる
者の資質向上や指導者としての心構え、他者との関わりの理解などに重きを置いており、単に野外活動
に関する専門知識や技術の習得に留まらず、自然環境という非日常における生活や他者との関わりを通
じて得られる「気づき」を重要視している。そのような中で、筆者はこれまでにも教職を志す学生にお
ける自然体験活動の教育的効果について自己効力感や教師効力感を用いてその効果測定を報告してきた

（e.g., 井澤ら，2010，2016，2018）。一方で、野外活動という非日常的な環境下において多くの価値観に
触れることによって、将来を再考したり自分自身を見つめなおす機会になることも教育課程における野
外活動の意義として支持されている（金子，2001）。このように、キャンプでの時間が自分自身を見つ
めなおす機会になっていることは、教職への思いを高める上でも重要な役割を果たすものと考えられる。
そこで本研究では、自己概念の変容に焦点を当て、キャンプが自分自身を見つめなおす機会となり得て
いるのか否かを明らかにすることとした。

自己概念とは、自分について持っている知識やイメージの総称（上瀬，2000）であり、自分自身を主
観的に捉えた「自分から見つめた自分（影山・布目，2001）」とされている。つまり、自己概念の変容
を明らかにするということは「“ 自分について持っているイメージ ” や “『自分から見つめた自分』の認識 ”
の変容」を明らかにすることであり、そこには自身の新たな側面の発見や再認識も含まれる（井澤ら，
2014）。キャンプを通じて「自分とは何者か」を客観視し、望ましい自身の将来像を構築する場として
の役割を果たせているのか否かを明らかにすることは、教員養成を担う学部教育としての役割を説明で
きることが期待できる。

2．研究目的

本研究の目的は、野外活動（キャンプ）のプログラム評価を行うことである。特に、参加学生の自己
概念の変容に着目し、プログラム評価を行う。
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3．研究方法

（1）野外活動（キャンプ）の概要
本研究の対象であるキャンプは、教職課程科目のうち教科に関する科目に位置づけられており、保健

体育科の教員免許状取得を目指す学生にとっては選択必修となっている。3 年次に開講されており、夏
季休暇中に集中授業として名古屋 YMCA 日和田キャンプ場（岐阜県高山市）にて開講されている。キャ
ンプでは履修学生を機械的に班分けすることで普段の学校生活において関わりの少ない者との関わりを
通して、様々な気づきを得ることを目的としている。各学生には班ごとでの役割（1 人 1 役割）を設定
しており、実習を円滑に運営できるように促した。

実習内容は、表 1 の通りである。実習中のすべての生活を自らの手で行うために、食事は全食を野外
炊爨、テントでの宿泊を実施した。テント泊の際は、新型コロナウイルス感染症対策としてソロテント

（1 人用テント）を用意した。実習の主となるプログラムとして、森林体験（間伐体験・薪づくり）・渓
流ハイク・PA プログラム（課題解決プログラム）の 3 つを設定した。各プログラムを設定したねらい
は下記の通りである。

1 ）森林体験（間伐体験・薪づくり）
　・野外炊事や焚火などで使用した薪の再生産
　・野外活動で必要となる刃物の利用方法の理解
　・自然環境への理解促進

写真 1　薪づくりの様子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1　実習内容
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2 ）渓流ハイク
　・野外活動で展開されるアクティビティの体験
　・プログラム運営で必要となる知識と技術の習得
　・キャンプ中に用いた生活用水の水源を辿ることでの自然環境への理解促進

3 ）プロジェクトアドベンチャー（PA：課題解決プログラム）
　・野外活動で展開されるアクティビティの体験
　・プログラム運営で必要となる知識と技術の習得
　・自己、および他者への気づきの促進

各プログラムにつき 2 班（計 10 名程度）で体験できるように設定した。また、夜の振り返りでは、
役割ごとでの振り返りを実施した後、班ごとでの振り返りを実施した。併せて、班ごとでの振り返りの
最後に翌日の目標設定も実施した。

（2）データ収集
調査対象者は、キャンプに参加したスポーツ健康科学部 3 年生、計 32 名である。データ収集は実習

開始前および実習終了後の 2 回にわたり実施した。実習参加前後での自己概念の変容を明らかにするた
めに、初日の実習開始前（入所式）の事前調査（以下、pre）、最終日の実習終了後（退所式）の事後調
査（以下、post）において集合調査法による質問紙調査を実施した。pre・post 共に、本調査は成績評
価に反映されるものではなく、あくまでも実習評価を行うものである旨、周知を行い、現在の心境を率

写真 2　渓流ハイクの様子

写真 3　PA の様子
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直に回答するように促した上で質問紙への回答を求めた。有効標本数（%）は、自己概念 31 項目（社
団法人日本キャンプ協会 1），2006）を pre・post 共に完答している 30 部（93.8％）であった。

（3）分析方法
分析は以下の手順で行った。はじめに対象者の特性を把握するため、性別・これまでの野外活動経験

について単純集計を行った。次に、実習満足度を確認するために、実習で実施する（した）12 プログ
ラムに対して「1．全く期待していない（全く満足していない）」から「7．とても期待している（とて
も満足している）」までの 7 段階評定尺度で回答を求めた。得られた結果を数値化し、期待度と満足度
の比較を行うために対応のあるサンプルの t 検定を行った。続けて、自己概念の構造を確認するために、
先行研究（社団法人日本キャンプ協会 1），2006）に倣って「1．まったくあてはまらない」から「5．と
てもあてはまる」までの 5 段階評定尺度で回答を求めた。得られた結果を数値化し、先行研究（社団法
人日本キャンプ協会 1），2006）と同様の因子構造で信頼性分析を行った。その後、各因子を構成する項
目の合成変数を作成し、構成項目数で除した値を算出した。最後に、実習前後の自己概念の変容を確認
するために、対応のあるサンプルの t 検定を行った。統計には SPSS Statistics27 を用いて、統計の有
意確率を 5％に設定して分析を行った。

4．結果

（1）対象者の特性
表 2 は、対象者の特性を示したものである。参加学生の性別は男子学生が 66.7％、女子学生が 33.3％

であった。これまでの野外活動経験では、「テント泊の経験はないが、建物に宿泊するキャンプの経験
はある」と回答した者が最も多く、46.7％であった。本実習と同様の形態である「テント泊のキャンプ
を経験したことがある」と回答した者は 26.7％であった。

表 3 は、実習で展開した各プログラムに対する期待度と満足度の比較を示したものである。12 プロ
グラムのうち、11 プログラムで pre・post 間に統計的有意差が認められ、満足度が期待度を上回る結
果であったことからも、実習に対して概ね満足していることが伺える。

（2）自己概念の構造
表 4 は、自己概念の構造を示したものである。先行研究（社団法人日本キャンプ協会 1），2006）に倣

い、達成動機・努力主義・自信と自己受容・他者のまなざしの意識の信頼性分析を行った。結果、達成
動機ではαpre ＝ .80、αpost ＝ .72、努力主義ではαpre ＝ .58、αpost ＝ .45、自信と自己受容ではαpre ＝ .69、
αpost ＝ .76、他者のまなざしの意識ではαpre ＝ .75、αpost ＝ .77 であった。努力主義の pre・post、自信
と自己受容の pre 以外では尺度の内的整合性が高いと判断されるα＝ .70 以上（Hair et al., 2014）であっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2　対象者の特性
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た。特に努力主義の post の値は、信頼性係数において明確な基準が存在するわけではないとした上で、
尺度を再検討する目安はα＝ .50 を下回る場合（小塩，2005）との見解が示されていることを踏まえると、
尺度を再検討する余地が残される結果であった。しかしながら、先行研究（社団法人日本キャンプ協会 1），
2006）において現場レベルでの尺度の有用性が確認されていることを踏まえ、本研究では pre・post 共
に 4 因子 33 項目構造 2）を採用し、分析を続けることとした。

（3）自己概念の変容：pre・post 比較
表 5 は、自己概念の変容を pre・post 比較によって示したものである。自己概念、および自己概念を

構成する 4 因子において合成変数を作成し、構成項目数で除した値を算出した。算出した値を用いて、
対応のあるサンプルの t 検定を行った。

結果、自己概念、および自己概念を構成する達成動機・努力主義において、pre・post 間に統計的有
意差が認められ、pre よりも post の値が上回る結果であった。自信と自己受容・他者のまなざしの意
識においても、pre よりも post の方が高い値は示したものの、pre・post 間に統計的有意差は認められ
なかった。

5．考察

本研究の結果から、キャンプでの経験を通して自己概念は有意に変容し、とりわけ、達成動機および
努力主義において有意な変容が認められる結果であった。

先述したように、自己概念とは、自分について持っている知識やイメージの総称（上瀬，2000）であり、
自分自身を主観的に捉えた「自分から見つめた自分（影山・布目，2001）」と説明される。実習生の振
り返りの中に「自分を知るという意味で、すごく良いキャンプだった。」や「『自分の本性を表に出した
時、相手にどのような影響を与えるのかを考えて、社会性を育みながら生活する』という点にこの 4 日
間の意味があったと感じている。」、「これまでは『自分には無理だろう』と勝手に決めつけて挑戦を避
けるタイプでした。…中略…好奇心が強く『やりたい』と素直に思える自分に驚いた。」といった記述
が見られたことからも、キャンプでの時間を通してこれまでには意識化されていなかった自分の一面を
認識することによって、自己概念の形成が促されたと推察される。このような自己概念の有意な変容を
促した理由として、達成動機および努力主義の有意な変容が挙げられる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3　各プログラムの期待度と満足度の比較
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表 4　自己概念の構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 5　自己概念の pre・post 比較
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達成動機は、ある目的を達成する上でのモチベーションとなる概念である（井澤・松永，2011，
2012）。上述したように、実習を通じて自分の新たな側面を認識したことや、「実習が始まる前から、『無
理』や『できない』とは思わず、何事にも一度はチャレンジしようと思っていた。」といった記述にあ
るように、非日常に対する不安な気持ちがある一方で、キャンプに対する前向きな姿勢を持っていたこ
とが、達成動機の有意な向上を促したと考えられる。また努力主義は、達成動機を基盤とした行動の基
本的規範、自己統制の態度を示す概念である（井澤・松永，2011，2012）。「普段の娯楽がない反面、い
つもとは違う楽しみ（散歩や友人とのたわいもない話、自然を眺めるなど）を自分なりに見つけること
ができ、実習を乗り越えることができた。」や「普段は『人の為に何かをする』ということが無く、自
分さえ良ければよいと思いがちだが、『人の為に』と思うことができれば、ものすごく働いて行動でき
る自分がいることが知れた。」といった記述が見られたように、実習における自分自身の行動規範が他
者によって規定されたり、「やればできた」といった経験の積み重ねが有意な変容を促したと考えられる。

一方で、自信と自己受容および他者のまなざしの意識においては、pre・post 間に統計的有意差は認
められない結果であった。自信と自己受容は、自信を持って目標にチャレンジしたり、現在の自己を受
け入れ、現状を変える為に努力するというような、達成動機や努力主義を基盤的に支える概念である（井
澤・松永，2011，2012）。学生の振り返りでは、上述したような自身の新たな一面の認識や達成動機に
繋がる意識変化が見られた一方で、「他者の間違った行動に、きちんと注意することができない場面が
あった。」や「ストレスや不満が溜まった時に目の前のことを避けてしまう時があった。」といった、理
想とする望ましい行動を理解しつつも、その一歩を躊躇する場面が各々に見られた。以上のことからも、
有意な変容が認められなかったと考えられる。また、上述したような他者への働きかけを躊躇した背景
には、「私は周りの目や声を気にしがちです。」や「4 日間通して、周りの人に嫌われないようにしよう…」
といった記述が散見されたように、周囲から自分自身に向けられる意識に対する過剰とも言える防御意
識が背景にあったことが考えられる。その結果として、このような背景が他者のまなざしの意識の有意
な変容を阻害していたと推察される。

6．結論

本研究は、野外活動（キャンプ）のプログラム評価について、参加学生の自己概念の変容に着目して
明らかにすることであった。結果、学生の自己概念はキャンプを通して有意な変容を示し、特に、達成
動機と努力主義において有意に変容することが明らかとなった。このことからも、本実習は教職を志す
学生の目的達成に向けたモチベーションの再構築や「人の為に動く」ことによる自分自身の規範構築、
および、「やればできる」といった成功体験を促す場として有用であることが示唆された。一方で、他
者の自分自身に対する評価に捉われずに望ましい行動を選択するといった、ある種の主体性を構築する
には至らなかったことからも、今後の実習の在り方を再検討すべき点も明らかとなった。

引き続き、本実習が教職を希望する学生にとって、気づきが多く、学び豊かな科目であるよう努めて
いく。

注

1 ）	 現在は、公益財団法人日本キャンプ協会であるが、本文中では出版当時の名称で記載している。
2 ）	 社団法人日本キャンプ協会（2006）は、自己概念の測定尺度について 31 項目を設定しているもの

の、そのうち 2 項目は、異なる 2 因子においてそれぞれ重複項目として採用されるため、結果的
に 4 因子 33 項目構造となる。
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